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臨床看護で必要な看護技術?口腔ケアと食べる支援>
―?平成21年度 札幌市立大学専門講座への取り組み―?
村 松 真 澄
札幌市立大学看護学部
１．はじめに
高齢者の楽しみである食べることを支援したいという
看護師の仲間はたくさんいる．その分野の第一人者であ
る田中靖代先生の研修会に参加する機会があり，北海道
でも企画したいと考えた．田中先生は，愛知県下の３次
救急を担う基幹病院で手術室師長を務めるなど急性期病
院の30数年看護師のキャリアを持ち，定年退職を待たず
に地域に飛び出しナーシングホーム気の里を立ち上げ，
現在，通所介護施設やレスパイトハウス，訪問ステーショ
ン認知症患者の小規模施設を運営している．田中先生に
研修会の企画を提案したところ，「大好きな北海道なの
で」と心よくお引き受けいただいた．
ここでは，臨床で必要な看護技術?口腔ケアと食べる
支援>の概要を報告する．
２．プログラムと内容
１）2009年11月７日（土）10：00－12：00
口腔ケアの実践―?口腔ケアの基本知識と技術
〔村松真澄：札幌市立大学看護学部講師〕
口腔ケアの重要性，口腔ケアの定義，唾液で口腔内乾
燥を予防することの重要性，急性期病院での口腔ケアの
実際，療養型病院や訪問看護での口腔ケアの実際につい
てスライドとDVDを使って講義を実施した．その後，口
腔ケア実習を実施した．普段意識していない口腔・嚥下
機能を自覚するためにビスケットを食べていただきなが
ら，口腔・嚥下機能について確認し，粘膜の汚れをとる
マウスリンスとスポンジブラシによる実習を実施した．
自覚的には気づかない口腔機能の低下や唾液による自浄
作用の低下などが口腔の不快感につながっていることを
感じ，スポンジブラシによるケアも口の中がすっきりし
たとの声が聞かれた．
２）2009年11月７日（土）13：00－16：30
食べる支援の実践―?生活場面における摂食・嚥下
トレーニング
〔田中靖代：ナーシングホーム気の里施設長〕
自己紹介とナーシングホーム気の里の紹介から始まっ
た．
小脳梗塞患者の経口摂取を可能にした実践から，食支
援へのこだわりが生まれたこと，暮らしの中で食を楽し
むことが健康だけでなく生きる喜びにもつながること，
摂食嚥下のメカニズムを理解した上でどの様に支援すれ
ば食べられるのかを洞察すること，１つできるようにな
ると生活行動はさらに拡大することなどをスライドや
DVDを使い講義をした．最後に口腔機能・摂食嚥下訓練
にもつながる「ドンパン節を」を全員で歌い踊った．
演習では，田中先生によるバナナを使ったスプーンテ
クニックの実演ととろみ剤の粘性の実験を実施した．
３．参加者の概要
１）参加者の背景
本専門職講座の参加者は72名であった．参加者に対し
て，〝当講座参加に関するアンケート"を実施した．ここ
に，72名のうち63名の回答が得られたのでその概要を
述べる．男性は７名（11.1％），女性は53名（84.1％）
であった．参加者の年代は20歳代から60歳代まで幅広
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かったが，最も多かったのは30歳代22名（35.0％），次
いで20歳代18名（28.6％）であった．
参加者の立場は，「専門職」が36名（57.1％），「一般
市民」が23名（36.5％）であった．
これらの人々が，本講座へ参加するに至った情報源は，
「知人または職場」が48名（76.3％）と最も多く，次い
で「その他」８名（12.7％），「本学ホームページ」「チラ
シ」３名（4.8％）の順であった．
居住地域は札幌市内が48名（76.2％），次いで道内12
名（19.0％）であった．
本講座への満足度は，とても満足31名（49.2％），ま
あまあ満足26名（41.3％），どちらともいえない３名
（4.8％），あまり満足できない２名（3.2％），未回答１名
（1.6％）であることから，57名（90.5％）の参加者が満
足と答えていた．
２）アンケート―?自由記述欄―?より
参加者へのアンケートの自由記載欄より，当講座受講
しての意見を以下に記載する．
⑴講座内容に関して
･実践的に学べた．体験することで学習したことが深ま
る内容だった．自分の実践との比較ができた．
･他者への伝達学習ができそうな内容でした．
･口腔ケアの重要性を再度感じました．
･本日は大変勉強になり参加させていただくことができ
ましてありがとうございました．早速，明日から職場
で行ってみようと思います．
･口腔ケアの大切さ，食べることの大切さを再度確認す
る事が出来，有意義な研修でした．
･私は救急で勤務しており，口腔ケアについては知識も
経験もありませんでした．今回，病棟師長のすすめで
受講しましたが人間の生命活動の中でとても重要な
〝食べる"ということの大切さを改めて感じ，口腔ケア
が感染予防に役立ち，非常に大切なケアであると理解
することができました．
･学生時代に学んでいた口腔ケアだけではなく，様々な
道具や材料を用いた口腔ケアの方法を学ぶ事ができ
た．急性期の病院だから時間がないからできないとい
うのは言い訳で口腔ケアをする時間を持つからこそ患
者の肺炎予防や口腔内疾患の早期治療につながるとい
うのを学んだ．食事の形態ではなく食べさせる工夫（テ
クニック）を取得することで，その人らしい食生活を
おくることができることを学んだ．
･実習も含めた内容だったので，体感することができ，
知識をスムーズに体で覚えることができた．
･実践やおどりもあり楽しく学ぶ事ができました．
･明日からでも使える知識の習得があったので．自分と
の違いを上手く見つけられるかは不安があるのが，ト
レーニングしていけばできるんじゃないかと思う．
･とても良かったですが，もっと，もっと事例を詳しく
知りたかった．ボリュームたっぷりで時間が足りない
印象でした．さらに自分で嚥下，口腔ケアについて深
めたいと思いました．ありがとうございました．
･以前，北海道口腔セミナーの方で先生のお話を聴く機
会がありました．人数も多く会場も広かったのであま
り画像がみえずケアの方法がわからなかった．今回は
近くで見れ実際に体験できてよかったです．田中先生
の講義より，色々と可能性があることがよくわかりま
した．またぜひ来道して頂きたいです．
･口腔ケアも日々行うケアでどのようにしたら良いか分
からず困っていた内容だったのでとても勉強になりま
した．
･演習がありとてもわかり易かったです．
･今まで行ってきた口腔ケアや食事介助について見直す
機会となった．
･準備がすばらしい．
･実際に自分が患者の立場で口腔ケア，食介をしてみて
ただするだけが看護ではなくそれが相手にとってどう
いう効果につながるかを理解できました．
４．おわりに
看護で大切にしなければならないことの一つである食
べる楽しみを可能にする支援について，「口腔ケアと食べ
る支援」で専門職講座を開催した．田中先生の「実践知」
が皆さまのもとに届き，明日からの実践につながること
を願う．
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